


 - 57 - 

1,031万7千円を計上しています。 

 また、資本的支出は、建設改良費5億5,078万5千円や企業債償還金6億4,823万8千円など、合わ

せて18億9,262万3千円を計上しています。 

ウ．平成30年度の事業運営 

県立こころの医療センターにおいては、県内の精神科医療の中核病院としての取組など、県立

一志病院においては、総合診療医（家庭医）を中心としたプライマリ・ケアの取組など、また、

県立志摩病院においては、指定管理者による運営のもと、診療体制の回復を図りながら、志摩地

域の中核病院としての取組を進めるなど、それぞれの県立病院に求められている役割・機能等を

踏まえつつ、県民の皆さんに安全で良質な医療が提供できるよう充実した取組を実践するととも

に、引き続き経営改善に努めていきます。 

 

 （２）水道事業会計 

 水道事業は、四日市市、桑名市、鈴鹿市及び亀山市を含む４市４町を対象とした北中勢水道（北

勢系：施設能力１日最大給水量149,300ｍ3）、津市、松阪市を対象とした北中勢水道（中勢系：施

設能力１日最大給水量140,216ｍ3）、伊勢市、松阪市、鳥羽市及び志摩市を含む４市５町を対象と

した南勢志摩水道（施設能力１日最大給水量139,850ｍ3）により、水道用水の安定した供給に努

めています。 

ア．業務の予定量 

  年間総給水量  71,146,530ｍ3 

  １日平均給水量   194,922ｍ3 

イ．収益的収支 収入  9,462,457千円   資本的収支 収入   296,888千円 

支出  9,183,335千円   支出   6,016,277千円 

収益的収入は、給水収益86億475万円及びその他営業収益を合わせた営業収益86億1,739万円と

長期前受金戻入7億8,913万1千円等の営業外収益8億4,506万7千円です。 

 収益的支出は、人件費、委託料、減価償却費等の営業費用85億5,850万6千円と支払利息等の営

業外費用6億2,282万9千円が主なものです。 

以上の結果、3,332万5千円の当期純利益を計上しています。 

 次に、資本的収入は、一般会計出資金1億3,895万4千円と長期貸付金償還金1億円が主なもので

す。 

 資本的支出は、北勢水道改良費等の建設改良費36億3,885万7千円、企業債償還金等の償還金23

億7,742万円です。 

ウ．主な建設改良計画 

 大規模地震や設備の老朽化などに対応するため、北勢水道改良事業等において、耐震化や老朽

化対策等を実施することにしています。 






